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はじめに 
◆ソフトウェア開発分析データ集 2022 業種編について 

 

■業種編作成の背景と目的 

ソフトウェア開発分析データ集 2022 では、各種業種が混在したプロジェクトデータでの分析を行なっているが、業

種で層別した統計情報がデータ分析上有用であるとの判断から「業種編」を作成した。業種の選択にあたっては、プロ

ジェクト数の多い 3 つの業種である「金融・保険業」、「情報通信業」、「製造業」を作成対象とした。 

「業種編」に記載されたデータを、それぞれの業種内でのベンチマークとして活用していただくとともに、他業種との

比較により、当該業種におけるソフトウェア開発プロセスの長所と短所を認識し、各企業でのソフトウェア開発の信頼

性、生産性向上を図るための活動に役立てていただくことを期待する。 

 

■業種編の内容 

業種編の編成としては、「ソフトウェア開発分析データ集 2022」(以下「本編」と省略)の 2 章、4 章、5 章、A1

章、A3.3 節の分析項目に対して、各業種のデータに限定してほぼ同一の分析を行っている。FP 規模のデータや再開発

のデータについては、件数が少ないので分析をしていない。また業種編に分けることで不要となる項目や、図表の掲載

基準を満たさなくなる図表等については掲載していない。 

なお、収集データのプロファイルや、分析方法、図表の掲載基準等に関しては、本編と同一であるので、本編を参照い

ただきたい。 

 

■特記事項 

・章節番号ならびに図表番号に関して 

業種編に分けることで、不要となる章節が発生するが、本編や他の業種編との比較参照を容易とするため、章節番号

ならびに図表番号を振り直さず、本編と同一の章節番号ならびに図表番号としている。このため、抜けている章節なら

びに図表番号が発生するが、ご了承いただきたい。 

 

◆本書の構成 

本書の構成は次の通り(本編と章番号を同じにしているため、連続ではない。) 

・2 章：SLOC 信頼性 

・4 章：レビュー指摘 

・5 章：テスト検出バグ 

・6 章：まとめ 

・付録 

A1：SLOC 生産性 

A3：工期と工数の分析結果 

 

本書の情報が各企業における定量データの活用や､高品質で効率的なソフトウェア開発の管理に､少しでも貢献できれ

ば幸いである。 
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2. SLOC信頼性(リリース後の不具合) 
信頼性として、リリース後の発生不具合密度を取り上げる。SLOC 信頼性は、プログラムの規模を

SLOC(Source of Lines、ソースコード行数)で計測しているプロジェクトで、1000SLOC(1KSLOC)当

たりの不具合件数としている。また発生不具合数は、システム稼動後 6 か月間の累計値を基本的に用

いる。ただし、そのデータが無い場合は他の期間の累計値を使用する。 
 

2.1 SLOC 発生不具合密度 
ここでは、SLOC 規模の実績データを計測しているプロジェクトを対象に、SLOC 発生不具合密度について示す。

SLOC 発生不具合密度は、KSLOC あたりの発生不具合数とする。発生不具合数は、システム稼動後 6 か月間の累計値を

基本的に用いるが、そのデータが無い場合は他の累計値を使用する。 

 

2.1.1 SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度：新規開発 
新規開発で主開発言語が明確なプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度の関係を表 2-1-1 に示

す。 

 

 

 

SLOC 規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

全体 9 ― ― 0.019  ― ― ― ― 

40KSLOC 未満 4 ― ― ― ― ― ― ― 

40KSLOC 以上  100KSLOC 未満 2 ― ― ― ― ― ― ― 

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 3 ― ― ― ― ― ― ― 

300KSLOC 以上 0 ― ― ― ― ― ― ― 
データ数が少ない。詳細は散布図を参考。 

 

 図 2-1-1.1 に上記の表に対応する箱ひげ図、図 2-1-1.2 に散布図を掲載する。 

 

 

  

表 2-1-1 SLOC規模別発生不具合密度(新規開発) 

データ白書 2018 図表 9-3-2 対応 

[件/KSLOC] 
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SLOC規模別データが少ないので掲載しない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1-1.2 SLOC規模別発生不具合密度(新規開発)の散布図 

データ白書 2018 にはない 

図 2-1-1.1 SLOC規模別発生不具合密度(新規開発)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 9-3-1 対応 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程がそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・発生不具合数 ≧ 0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：SLOC 発生不具合密度(SLOC あたりの発生

不具合数)(導出指標) 

[件/KSLOC] 
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2.1.2 SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度：改良開発 
改良開発で主開発言語が明確なプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度の関係を表 2-1-2 に示

す。 

 

 

 

SLOC 規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

全体 26 0.000 0.000 0.000 0.088 1.786 0.111 0.349 

20KSLOC 未満 15 0.000 0.000 0.000 0.083 0.256 0.052 0.084 

20KSLOC 以上   40KSLOC 未満 5 ― ― 0.000 ― ― ― ― 

40KSLOC 以上  100KSLOC 未満 2 ― ― ― ― ― ― ― 

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 3 ― ― ― ― ― ― ― 

300KSLOC 以上 1 ― ― ― ― ― ― ― 
全体の平均値が 2014 年度～2019 年度の 0.100 から 0.111、P75 は 0.042 から 0.088 となり、やや増加している

が、データ件数が少ないので参考程度にする。 

 

図 2-1-2.1 に上記の表に対応する箱ひげ図、図 2-1-2.2 に散布図を掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 2-1-2 SLOC規模別発生不具合密度(改良開発) 

データ白書 2018 図表 9-3-4 対応 

[件/KSLOC] 

データ白書 2018 にはない 

図 2-1-2.1 SLOC規模別発生不具合密度(改良開発)の箱ひげ図 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 9-3-3 対応 

図 2-1-2.2 SLOC規模別発生不具合密度(改良開発)の散布図 

■層別定義 

・開発 5 工程がそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・発生不具合数 ≧ 0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：SLOC 発生不具合密度(SLOC あたりの発生

不具合数)(導出指標) 

[件/KSLOC] 
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2.1.4 SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度：新規開発(全年度) 
全年度の新規開発で主開発言語が明確なプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度の関係を表 2-1-

4 に示す。 

 

 

 

SLOC 規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

全体 75 0.000  0.000  0.000  0.075  5.494  0.133  0.637  

40KSLOC 未満 41 0.000  0.000  0.000  0.025  5.494  0.187  0.859  

40KSLOC 以上  100KSLOC 未満 14 0.000  0.000  0.016  0.064  0.220  0.046  0.067  

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 11 0.000  0.012  0.079  0.159  0.273  0.095  0.094  

300KSLOC 以上 9 ― ― 0.015  ― ― ― ― 
不具合は 1 万行で 1 個強の不具合が発生(平均値での概算)するのが相場である。 

 

図 2-1-4.1 に上記の表に対応する箱ひげ図、図 2-1-4.2 に散布図を掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 2-1-4 SLOC規模別発生不具合密度(新規開発：全年度) [件/KSLOC] 

データ白書 2018 にはない 

データ白書 2018 にはない 

図 2-1-4.1 SLOC規模別発生不具合密度(新規開発：全年度)の箱ひげ図 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1-4.2 SLOC規模別発生不具合密度(新規開発：全年度)の散布図 

データ白書 2018 にはない 

■層別定義 

・開発 5 工程がそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・発生不具合数 ≧ 0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：SLOC 発生不具合密度(SLOC あたりの発生

不具合数)(導出指標) 

[件/KSLOC] 
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4. レビュー指摘 

設計工程のレビュー指摘件数に関する分析結果を示す。 
 

4.1 基本設計工程の指摘件数：全開発種別 
基本設計工程のレビュー指摘件数に対する密度(SLOC 規模あたりの件数、工数あたり、ページあたりの件数)を示

す。なお工数は基本設計工程のレビュー工数を使用した。密度は 1,000 人時あたりを掲載する。 

 

4.1.1 SLOC 規模あたりの基本設計レビュー指摘件数 
ここでは、基本設計工程のレビュー指摘件数に対する SLOC 規模あたりの件数を表 4-1-1 に示す。 

 

 

 

中央値が 2014 年度～2019 年度の 2.493 から 3.824、平均値も 4.436 から 5.486 となり、増加しているが、データ

件数が少ないので参考程度にする。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

29 0.111 1.289 3.824 9.337 22.375 5.486 5.552 

表 4-1-1 SLOC規模あたりの基本設計レビュー指摘件数(全開発種別) 

データ白書 2018 図表 7-3-2 対応 

[件/KSLOC] 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの 

・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数(基本設計)

の記入があるもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

■対象データ 

・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数(基本設計) 
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4.1.3 工数あたりの基本設計レビュー指摘件数 
ここでは、基本設計工程のレビュー指摘件数に対する工数あたりの件数を表 4-1-3 に示す。 

 

 

 

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

25 20.2 53.1 357.1 805.6 1,968.8 530.2 580.0 
データ数が少ないので参考程度にする。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

表 4-1-3 工数あたりの基本設計レビュー指摘件数(全開発種別) [件/1,000 人時] 

データ白書 2018 にはない 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの 

・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数(基本設計)

の記入があるもの 

・5208_レビュー実績(工数)_基本設計 ＞0 

 

■対象データ 

・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数(基本設計) 
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4.1.4 ページあたりの基本設計レビュー指摘件数 
ここでは、基本設計工程のレビュー指摘件数に対するページあたりの件数を表 4-1-4 に示す。 

 

 

 

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

42 0.007 0.059 0.222 0.513 4.300 0.431 0.709 
中央値が 2014 年度～2019 年度の 0.242 から 0.222、平均値は 0.343 から 0.431 となり、中央値はわずかに減少し

ているが、あまり差はない。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

表 4-1-4 ページあたりの基本設計レビュー指摘件数(全開発種別) [件/ページ] 

データ白書 2018 図表 7-3-5 対応 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの 

・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数(基本設計)

の記入があるもの 

・5092_設計書文書量基本設計書 ＞0 

■対象データ 

・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数(基本設計) 
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4.2 製作工程の指摘件数：全開発種別 
製作工程のレビュー指摘件数に対する密度(工数)を示す。工数は製作工程のレビュー工数を使用した。密度は、

1,000 人時あたりを掲載する。 

 

4.2.1 工数あたりの製作工程レビュー指摘件数 
ここでは、製作工程のレビュー指摘件数に対する工数あたりの件数を表 4-2-1 に示す。 

 

 

 

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

25 0.0 81.4 240.6 450.0 5,625.0 639.0 1,274.8 
データ数が少ないので参考程度にする。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

  

表 4-2-1 工数あたりの製作レビュー指摘件数(全開発種別) [件/1,000 人時] 

データ白書 2018 にはない 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの 

・10080_レビュー指摘件数(製作)の記入があるもの 

・5210_レビュー実績(工数)製作 ＞0 

■対象データ 

・10080_レビュー指摘件数(製作) 
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4.3 レビュー実績工数 
設計工程のレビュー実績工数に関する分析結果を示す。対象プロジェクトは開発 5 工程(基本設計～総合テスト)のフ

ェーズがすべてそろったプロジェクトとする。なお再開発についてはデータ数が基準を満たさないため、掲載しない。 

 

4.3.1 基本設計工程の実績工数：新規開発 
ここでは、新規開発の基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度(ページあたりの工数)を示す。工数は開発 5 工

程の実績工数を使用し、基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度の基本統計量を表 4-3-1 に示す。 

 

 

 

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

10 0.063  0.265  0.478  0.665  16.691  2.170  5.134  
データ数が少ないので参考程度にする。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

表 4-3-1 ページあたりの基本設計レビュー実績工数(新規開発) [人時/ページ] 

データ白書 2018 にはない 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・5208_レビュー実績(工数)_基本設計 ＞0 

・5092_設計書文書量_基本設計書 ＞0 

■対象データ 

・5208_レビュー実績(工数)_基本設計 
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4.3.2 基本設計工程の実績工数：改良開発 
ここでは、改良開発での基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度(ページあたりの工数)を示す。工数は開発 5

工程の実績工数を使用し、基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度の基本統計量を表 4-3-2 に示す。 

 

 

 

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

20 0.009 0.245 0.364 0.526 5.751 0.713 1.269 
データ数が少ないので参考程度にする。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

データ白書 2018 にはない 
表 4-3-2 ページあたりの基本設計レビュー実績工数(改良開発) [人時/ページ] 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・5208_レビュー実績(工数)_基本設計 ＞0 

・5092_設計書文書量_基本設計書 ＞0 

■対象データ 

・5208_レビュー実績(工数)_基本設計 
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4.3.4 詳細設計工程の実績工数：新規開発 
ここでは、新規開発の詳細設計工程のレビュー実績工数に対する密度(ページあたりの工数)を示す。工数は開発 5 工

程の実績工数を使用し、基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度の基本統計量を表 4-3-4 に示す。 

 

 

 

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

11 0.091 0.179 0.358 0.753 28.222 5.012 10.416 
データ数が少ないので参考程度にする。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

表 4-3-4 ページあたりの詳細設計レビュー実績工数(新規開発) [人時/ページ] 

データ白書 2018 にはない 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・5209_レビュー実績(工数)_詳細設計 ＞0 

・5093_設計書文書量_詳細設計書 ＞0 

■対象データ 

・5209_レビュー実績(工数)_詳細設計 
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4.3.5 詳細設計工程の実績工数：改良開発 
ここでは、改良開発での詳細設計工程のレビュー実績工数に対する密度(ページあたりの工数)を示す。工数は開発 5

工程の実績工数を使用し、基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度の基本統計量を表 4-3-5 に示す。 

 

 

 

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

21 0.008 0.171 0.340 0.522 21.857 1.389 4.701 
データ数が少ないので参考程度にする。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

データ白書 2018 にはない 
表 4-3-5 ページあたりの詳細設計レビュー実績工数(改良開発) [人時/ページ] 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・5209_レビュー実績(工数)_詳細設計 ＞0 

・5093_設計書文書量_詳細設計書 ＞0 

■対象データ 

・5209_レビュー実績(工数)_詳細設計 
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5. テスト検出バグ 
結合テストと総合テストの 2 工程について、規模あたりと工数あたりのテストケース数、検出バグ

現象数、検出バグ原因数及び規模あたりのテストケース数を示す。対象プロジェクトは、開発 5 工程

(基本設計～総合テスト)のフェーズ有無がすべて○となっているプロジェクトとする。なお現象数と原

因数のデータを提出しているそれぞれのプロジェクト群は重なりが少ないため、数だけのデータでは

比較できないことに留意されたい。 

※本節の図表内の表記で、「総合テスト」は「総合テスト(ベンダ確認)」の工程を指すものとする。 
 

5.1 SLOC 規模のテスト検出バグ 
 SLOC 規模のデータがあるプロジェクトに対して、結合テストと総合テストに関する各種のデータの分析をする。 

 

5.1.1 SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：全開発種別 
ここでは、SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数を示す。テスト工程別の SLOC 規模あたりテストケース

数、検出バグ現象数、検出バグ原因数を表 5-1-1 に示す。 

 

 

 

 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

結合テスト(テストケース) 54 0.6  33.1  56.2  81.2  3,167.0  150.3  442.1  

総合テスト(テストケース) 51 0.5  8.0  20.6  45.1  749.6  62.1  138.3  

結合テスト検出バグ数(現象) 37 0.049  0.917  1.808  3.234  14.811  2.666  2.935  

総合テスト検出バグ数(現象) 35 0.000  0.132  0.303  0.976  3.327  0.695  0.780  

結合テスト検出バグ数(原因) 31 0.000  0.327  1.095  1.919  8.969  1.710  2.153  

総合テスト検出バグ数(原因) 30 0.003  0.171  0.486  1.224  9.314  1.017  1.757  
テストケース密度は 2014 年度～2019 年度の中央値と比較して、結合テストは 56.5 件/KSLOC とあまり差はない。総

合テストは 18.0 件/KSLOC からわずかに増加しているが、大きな差ではない。 

検出バグ密度（現象）は 2014 年度～2019 年度の中央値と比較して、結合テストは 1.167 件/KSLOC からやや増加し

ている。総合テストは 0.129 件/KSLOC から 0.303 に増加している。 

 

 図 5-1-1.1 に表 5-1-1 の検出バグ数に関する箱ひげ図を示す。 

 

  

表 5-1-1 SLOC規模あたりのテストケース数、検出バグ数(全開発種別) 

データ白書 2018 図表 7-5-20 対応 

[件/KSLOC] 



 

22 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

結合テスト
検出バグ数
（現象）

総合テスト
検出バグ数
（現象）

結合テスト
検出バグ数
（原因）

総合テスト
検出バグ数
（原因）

SL
O

C検
出

バ
グ

密
度

[件
／

KS
LO

C]
SLOC規模あたりの検出バグ数（全開発種別）箱ひげ図

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0 100 200 300 400 500

SL
OC

検
出

バ
グ

密
度

（
結

合
テ

ス
ト

）
[件

／
KS

LO
C]

SLOCテストケース密度（結合テスト）[件／KSLOC]

SLOC規模あたりのテストケース数とSLOC規模あたりの検出バグ現象数
（結合テスト、全開発種別）

a：新規開発
b：改修・保守
c：再開発
d：拡張
e：パッケージ利用開発

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 5-1-1.2 に結合テストでの SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数、図 5-1-1.3

に総合テストのときの散布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-5-19 対応 

図 5-1-1.1 SLOC規模あたりの検出バグ数(全開発種別)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 7-5-21 対応 

図 5-1-1.2 SLOC規模あたりのテストケース数と SLOC規模あたりの検出バグ現象数(結合テスト、全開発種別) 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

図 5-1-1.3 SLOC規模あたりのテストケース数と SLOC規模あたりの検出バグ現象数(総合テスト、全開発種別) 

データ白書 2018 図表 7-5-23 対応 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

■対象データ 

・テストケース数(データ項番：5251、5252) 

・検出バグ現象数(データ項番：5253、5254) 

・検出バグ原因数(データ項番：10098、10099) 
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5.1.2 SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：新規開発 
ここでは、新規開発での SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数を示す。テスト工程別の SLOC 規模あたり

テストケース数、検出バグ現象数、検出バグ原因数を表 5-1-2 に示す。 

 

 

 

 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

結合テスト(テストケース) 18 2.7 19.7 39.5 76.2 214.8 55.9 50.1 

総合テスト(テストケース) 17 0.5 6.6 8.8 20.6 70.2 17.2 21.3 

結合テスト検出バグ数(現象) 12 0.247 1.159 2.349 3.326 6.255 2.662 1.950 

総合テスト検出バグ数(現象) 12 0.000 0.133 0.375 1.574 1.980 0.789 0.800 

結合テスト検出バグ数(原因) 10 0.052 0.403 1.103 1.467 3.688 1.290 1.205 

総合テスト検出バグ数(原因) 9 ― ― 0.500 ― ― ― ― 
結合テストの検出バグ数の中央値が 2014 年度～2019 年度の 1.511 件/KSLOC と比較して、2.349 と増加している

が、データ数は少なく参考程度になる。その他はあまり差がない。 

 

 図 5-1-2.1 に表 5-1-2 の検出バグ数に関する箱ひげ図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 5-1-2 SLOC規模あたりのテストケース数、検出バグ数(新規開発) 

データ白書 2018 図表 7-5-27 対応 

[件/KSLOC] 

データ白書 2018 図表 7-5-26 対応 

図 5-1-2.1 SLOC規模あたりの検出バグ数(新規開発)の箱ひげ図 
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 図 5-1-2.2 に結合テストでの SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数、図 5-1-2.3

に総合テストのときの散布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-5-28 対応 

データ白書 2018 図表 7-5-29 対応 

図 5-1-2.2 SLOC規模あたりのテストケース数と SLOC規模あたりの検出バグ現象数(結合テスト、新規開発) 

図 5-1-2.3 SLOC規模あたりのテストケース数と SLOC規模あたりの検出バグ現象数(総合テスト、新規開発) 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

■対象データ 

・テストケース数(データ項番：5251、5252) 

・検出バグ現象数(データ項番：5253、5254) 

・検出バグ原因数(データ項番：10098、10099) 
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SLOC規模あたりの検出バグ数（改良開発）箱ひげ図

5.1.3 SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：改良開発 
ここでは、改良開発での SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数を示す。テスト工程別の SLOC 規模あたり

テストケース数、検出バグ現象数、検出バグ原因数を表 5-1-3 に示す。 

 

 

 

 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

結合テスト(テストケース) 26 0.6 35.0 57.9 99.4 749.6 131.6 196.1 

総合テスト(テストケース) 25 1.9 15.2 25.9 49.2 749.6 83.3 170.6 

結合テスト検出バグ数(現象) 16 0.049 0.431 1.356 2.315 9.744 2.044 2.529 

総合テスト検出バグ数(現象) 15 0.032 0.092 0.515 0.873 3.327 0.706 0.877 

結合テスト検出バグ数(原因) 14 0.000 0.430 1.405 2.338 8.969 2.034 2.479 

総合テスト検出バグ数(原因) 14 0.003 0.171 0.652 1.614 9.314 1.470 2.436 
結合テストの検出バグ数(現象)の中央値と平均値が 2014 年度～2019 年度の 0.586、1.318 と比較して、増加してい

るが、データ件数が少ないので参考程度にする。 

 

 図 5-1-3.1 に表 5-1-3 の検出バグ数に関する箱ひげ図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 5-1-3 SLOC規模あたりのテストケース数、検出バグ数(改良開発) 

データ白書 2018 図表 7-5-33 対応 

[件/KSLOC] 

データ白書 2018 図表 7-5-32 対応 

図 5-1-3.1 SLOC規模あたりの検出バグ数(改良開発)の箱ひげ図 
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 図 5-1-3.2 に結合テストでの SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数、図 5-1-3.3

に総合テストのときの散布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-5-34 対応 

データ白書 2018 図表 7-5-35 対応 

図 5-1-3.2 SLOC規模あたりのテストケース数と SLOC規模あたりの検出バグ現象数(結合テスト、改良開発) 

図 5-1-3.3 SLOC規模あたりのテストケース数と SLOC規模あたりの検出バグ現象数(総合テスト、改良開発) 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  
■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

■対象データ 

・テストケース数(データ項番：5251、5252) 

・検出バグ現象数(データ項番：5253、5254) 

・検出バグ原因数(データ項番：10098、10099) 
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6. まとめ 
6.1 2014 年度～2019 年度のデータとの比較 
(1) 基本設計レビューのページあたりの指摘件数が増加している。しかしデータ件数が少ないので参考程度にする。 

(2) テスト検出バグ密度が増加している。これもデータ件数が少ないので参考程度にする。 

(3) その他に前回の 2014 年度～2019 年度と比較して、中央値や平均値が多少上下しているものがあるが、それらは

データ件数が少ないものであり、参考程度にする。 

 

6.2 全体の傾向 
(1) 不具合は平均値で 1 万行あたり 1 個強の相場観である。 

(2) 基本設計レビューでは 100 ページあたり 38 個指摘の相場観である。（前回は 24 個程度） 

(3) 1000 行あたり 60 個弱の結合テスト、20 個弱の総合テスト実施の相場観である。 

(4) 結合テストで 1 万行あたり 18 個のバグを検出し、総合テストで 3 個検出する相場観。（前回は結合テストで 12

個、総合テストで 1 個程度） 
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A. 付録 
ここでは、SLOC 生産性、工期と工数の分析結果を掲載する。 
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A1. SLOC生産性 
開発規模(SLOC 規模)及び開発 5 工程の工数をもとに、ソフトウェア開発の SLOC 生産性について示す。SLOC 生産

性は SLOC 規模を開発 5 工程の工数で除算した値とする。すなわち人時あたりの SLOC 規模、または人月(人時への変

換は 1 人月＝160 時間を代用)あたりの SLOC 規模である。 

 

A1.1 SLOC 規模と工数 
SLOC 規模と工数の関係を示す。 

 

A1.1.1 SLOC 規模と工数：全開発種別 
ここでは、全開発種別(新規、改修・保守、再開発、拡張、パッケージ利用開発、OSS を含む流用開発)ですべての言

語混在のプロジェクトを対象に、SLOC 規模と工数の関係を図 A1-1-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

近似曲線の係数と指数、R2 は 2014 年度～2019 年度の 58.5 と 0.49、0.45 と比較して、指数が小さくなり、規模の

工数に対する影響が小さくなっている。その結果、生産性への影響は大きくなった。この傾向は前回と同様である。 

  

図 A1-1-1 SLOC規模と工数(全開発プロジェクト種別) 

近似曲線 y = 161.4x
0.38

  R
2
 = 0.35 

データ白書 2018 図表 6-4-1 対応 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・実績工数(開発 5 工程) ＞0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：実績工数(開発 5 工程)(導出指標) 
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A1.1.2 SLOC 規模と工数：新規開発  
ここでは、新規開発ですべての言語混在のプロジェクトを対象に、SLOC 規模と工数の関係を図 A1-1-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近似曲線の係数と指数、R2 は 2014 年度～2019 年度の 215.5 と 0.34、0.41 と比較して、指数が小さくなり、規模の

工数に対する影響が小さくなっている。その結果、生産性への影響は大きくなった。 

 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

データ白書 2018 図表 6-4-4 対応 

図 A1-1-2 SLOC規模と工数(新規開発) 

近似曲線 y = 712.0x
0.25

  R
2
 = 0.28 

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・実績工数(開発 5 工程) ＞0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：実績工数(開発 5 工程)(導出指標) 
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A1.1.3 SLOC 規模と工数：改良開発   
ここでは、改良開発ですべての言語混在のプロジェクトを対象に、SLOC 規模と工数の関係を図 A1-1-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近似曲線の係数と指数、R2 は 2014 年度～2019 年度の 1.1 と 0.90、0.65 と比較して、指数が小さくなり、規模の工

数に対する影響が小さくなっている。その結果、生産性への影響は大きくなった。 

 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

データ白書 2018 図表 6-4-9 対応 

近似曲線 y = 5.0x
0.72

  R
2
 = 0.64 

図 A1-1-3 SLOC規模と工数(改良開発) 

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・実績工数(開発 5 工程) ＞0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：実績工数(開発 5 工程)(導出指標) 
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A1.2 SLOC 規模別 SLOC 生産性 
SLOC 生産性についての分析結果を示す。「SLOC 生産性」は SLOC 規模を開発 5 工程の工数で除算したものである。

すなわち人時あたりの SLOC 規模、または人月(人時への変換は 1 人月＝160 時間を代用)あたりの SLOC 規模である。 

 

A1.2.1 SLOC 規模別 SLOC 生産性：新規開発 
ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 生産性の関係について示す。この対象とほぼ同じ

対象データについての SLOC 規模と工数の関係は、A1.1.2 節の「SLOC 規模と工数(新規開発)」で確認できるため、対

で見るとよい。SLOC 規模の範囲別の SLOC 生産性を表 A1-2-1 に示す。 

 

 

 

SLOC 規模 単位 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

全体 
SLOC

／ 

人時 

26 0.00  2.41  2.94  6.61  21.69  5.23  5.19  

40KSLOC 未満 16 0.00  2.12  2.55  3.47  16.07  3.55  3.90  

40KSLOC 以上 100KSLOC 未満 6 ― ― 7.30  ― ― ― ― 

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 3 ― ― ― ― ― ― ― 

300KSLOC 以上 1 ― ― ― ― ― ― ― 

全体 
KSLOC

／ 

160 

人時 

26 0.00  0.38  0.47  1.06  3.47  0.84  0.83  

40KSLOC 未満 16 0.00  0.34  0.41  0.56  2.57  0.57  0.62  

40KSLOC 以上 100KSLOC 未満 6 ― ― 1.17  ― ― ― ― 

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 3 ― ― ― ― ― ― ― 

300KSLOC 以上 1 ― ― ― ― ― ― ― 

全体の中央値が 2014 年度～2019 年度の 4.56 から 2.94 になり、平均値も 6.36 から 5.23 で減少しているが、デー

タ数が少ないので参考程度にする。 

 

 上記の表に対応する箱ひげ図を図 A1-2-1.1 に、散布図を図 A1-2-1.2 に示す。 

 

 

  

データ白書 2018 図表 8-3-4 対応 
表 A1-2-1 SLOC規模別 SLOC生産性(新規開発) 
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図 A1-2-1.2 SLOC規模別 SLOC生産性(新規開発)の散布図 

データ白書 2018 図表 8-3-1 対応 

図 A1-2-1.1 SLOC規模別 SLOC生産性(新規開発)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 8-3-3 対応 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・SLOC 生産性(SLOC/実績工数(開発 5 工程)) ＞0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：SLOC 生産性(SLOC/実績工数(開発 5 工程)) 

(導出指標)[SLOC/人時] 
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A1.2.2 SLOC 規模別 SLOC 生産性：改良開発 

改良開発のプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 生産性の関係について示す。ここでの対象データと同様なデ

ータにおける SLOC 規模と工数の関係は、A1.1.3 節の「SLOC 規模と工数(改良開発)」で確認できるため、対で見ると

よい。SLOC 規模の範囲別の SLOC 生産性を表 A1-2-2 に示す。 

 

 

 

SLOC 規模 単位 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

全体 
SLOC

／ 

人時 

36 0.65  1.81  3.60  4.74  27.41  4.31  4.84  

20KSLOC 未満 20 0.65  1.52  1.96  3.94  11.18  2.93  2.37  

20KSLOC 以上  40KSLOC 未満 8 ― ― 3.36  ― ― ― ― 

40KSLOC 以上 100KSLOC 未満 3 ― ― ― ― ― ― ― 

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 4 ― ― ― ― ― ― ― 

300KSLOC 以上 1 ― ― ― ― ― ― ― 

全体 
KSLOC

／ 

160 

人時 

36 0.10  0.29  0.58  0.76  4.39  0.69  0.77  

20KSLOC 未満 20 0.10  0.24  0.31  0.63  1.79  0.47  0.38  

20KSLOC 以上  40KSLOC 未満 8 ― ― 0.54  ― ― ― ― 

40KSLOC 以上 100KSLOC 未満 3 ― ― ― ― ― ― ― 

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 4 ― ― ― ― ― ― ― 

300KSLOC 以上 1 ― ― ― ― ― ― ― 
全体の中央値が 2014 年度～2019 年度の 2.19 から 3.60 で増加し、平均値は 4.23 から 4.31 であまり差はないが、

データ件数が少ないので参考程度にする。新規開発では生産性が落ちているが、改良開発ではその傾向は見られない。 

 

 上記の表に対応する箱ひげ図を図 A1-2-2.1 に、散布図を図 A1-2-2.2 に示す。 

 

 

  

データ白書 2018 図表 8-3-8 対応 
表 A1-2-2 SLOC規模別 SLOC生産性(改良開発) 
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図 A1-2-2.1 SLOC規模別 SLOC生産性(改良開発)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 8-3-7 対応 

図 A1-2-2.2 SLOC規模別 SLOC生産性(改良開発)の散布図 

データ白書 2018 図表 8-3-5 対応 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・SLOC 生産性(SLOC/実績工数(開発 5 工程)) ＞0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：SLOC 生産性(SLOC/実績工数(開発 5 工程)) 

(導出指標)[SLOC/人時] 
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A1.2.4 SLOC 規模別 SLOC 生産性：新規開発(全年度)  
ここでは、全年度の新規開発のプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 生産性の関係について示す。SLOC 規模

の範囲別の SLOC 生産性を表 A1-2-4 に示す。 

 

 

 

SLOC 規模 単位 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

全体 
SLOC

／ 

人時 

177 0.00  2.60  4.67  7.83  90.87  6.70  8.45  

40KSLOC 未満 117 0.00  2.43  3.80  6.72  30.07  5.43  5.02  

40KSLOC 以上 100KSLOC 未満 28 1.51  3.53  7.03  9.18  14.88  7.03  4.05  

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 16 2.27  3.10  4.90  14.06  33.49  10.27  9.96  

300KSLOC 以上 16 2.76  4.78  5.89  8.04  90.87  11.87  21.43  

全体 
KSLOC

／ 

160 

人時 

177 0.00  0.42  0.75  1.25  14.54  1.07  1.35  

40KSLOC 未満 117 0.00  0.39  0.61  1.08  4.81  0.87  0.80  

40KSLOC 以上 100KSLOC 未満 28 0.24  0.56  1.12  1.47  2.38  1.13  0.65  

100KSLOC 以上 300KSLOC 未満 16 0.36  0.50  0.78  2.25  5.36  1.64  1.59  

300KSLOC 以上 16 0.44  0.77  0.94  1.29  14.54  1.90  3.43  
中央値は 1 人が 1 時間で約 5 行である。 

 

 上記の表に対応する箱ひげ図を図 A1-2-4.1 に、散布図を図 A1-2-4.2 に示す。 

 

 

  

表 A1-2-4 SLOC規模別 SLOC生産性(新規開発：全年度) 

データ白書 2018 にはない 
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図 A1-2-4.1 SLOC規模別 SLOC生産性(新規開発：全年度)の箱ひげ図 

データ白書 2018 にはない 

図 A1-2-4.2 SLOC規模別 SLOC生産性(新規開発：全年度)の散布図 

データ白書 2018 にはない 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・SLOC 生産性(SLOC/実績工数(開発 5 工程)) ＞0 

■対象データ 

・X 軸：実効 SLOC 実績値(導出指標) 

・Y 軸：SLOC 生産性(SLOC/実績工数(開発 5 工程)) 

(導出指標)[SLOC/人時] 
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A1.3 SLOC 規模あたりの設計書ページ数 
ソフトウェア開発の生産物のひとつとして設計書を取り上げ、SLOC 規模あたりの設計書のページ数を紹介する。設

計工程における設計書文書量に関して、SLOC 規模あたりの設計書ページ数(設計文書化密度)を分析した結果を示す。

対象プロジェクトは開発 5 工程(基本設計～総合テスト(ベンダ確認))のフェーズがすべてそろったプロジェクトとす

る。 

 

A1.3.1 SLOC 規模あたりの設計書ページ数：新規開発  
ここでは、新規開発について、SLOC 規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。表 A1-3-1

に SLOC 規模あたりの設計書ページ数(新規開発)を示す。 

 

 

 

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

基本設計 9  ― ― 7.90  ― ― ― ― 

詳細設計 9  ― ― 11.48  ― ― ― ― 
基本設計書のページ数の中央値は 8 ページ/KSLOC 強である。 

 

 上記に対応する箱ひげ図を図 A1-3-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-2-8 対応 
表 A1-3-1 SLOC規模あたりの設計書ページ数(新規開発) [ページ/KSLOC] 

データ白書 2018 図表 7-2-7 対応 

図 A1-3-1 SLOC規模あたりの設計書ページ数(新規開発)の箱ひげ図 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  
■層別定義 

・開発 工程のフェーズ有無がすべて○ 

開発プロジェクトの種別が  

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値＞0 

・5092_設計書文書量_基本設計書＞0 

・5093_設計書文書量_詳細設計書＞0 

■対象データ 

・5092_設計書文書量_基本設計書 

・5093_設計書文書量_詳細設計書 
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A1.3.2 SLOC 規模あたりの設計書ページ数：改良開発  
ここでは、改良開発について、SLOC 規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。表 A1-3-2

に SLOC 規模あたりの設計書ページ数(改良開発)を示す。 

 

 

 

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

基本設計 16  1.18  8.53  11.64  13.53  34.86  12.62  7.76  

詳細設計 16  4.08  7.83  13.99  24.93  76.21  20.93  18.87  
改良開発は新規開発よりも設計書のページ数は多い。ただしデータ件数が少ないので参考程度である。 

 

 上記に対応する箱ひげ図を図 A1-3-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

データ白書 2018 図表 7-2-10 対応 
表 A1-3-2 SLOC規模あたりの設計書ページ数(改良開発) [ページ/KSLOC] 

データ白書 2018 図表 7-2-9 対応 

図 A1-3-2 SLOC規模あたりの設計書ページ数(改良開発)の箱ひげ図 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

・5092_設計書文書量_基本設計書 ＞0 

・5093_設計書文書量_詳細設計書 ＞0 

■対象データ 

・5092_設計書文書量_基本設計書 

・5093_設計書文書量_詳細設計書 
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A1.4 SLOC 規模あたりのテストケース数 
 ソフトウェア開発の生産物のひとつとしてテストケースを取り上げ、SLOC 規模あたりのテストケース数を紹介す

る。 

 

A1.4.1 SLOC 規模あたりのテストケース数：全開発種別 
ここでは、SLOC 規模あたりのテストケース数を示す。表 A1-4-1 に示すのは、テスト工程別の SLOC 規模あたりテ

ストケース数である。この表は表 5-1-1 の一部である。 

 

 

 

 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

結合テスト(テストケース) 54 0.6  33.1  56.2  81.2  3,167.0  150.3  442.1  

総合テスト(テストケース) 51 0.5  8.0  20.6  45.1  749.6  62.1  138.3  
テストケース数は 2014 年度～2019 年度と比較して、あまり差はない。 

 

 上記に対応する箱ひげ図を図 A1-4-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 A1-4-1 SLOC規模あたりのテストケース数(全開発種別) 

データ白書 2018 図表 7-5-20 対応 

[件/KSLOC] 

データ白書 2018 図表 7-5-18 対応 

図 A1-4-1 SLOC規模あたりのテストケース数(全開発種別)の箱ひげ図 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

■対象データ 

・テストケース数(データ項番：5251、5252) 
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A1.4.2 SLOC 規模あたりのテストケース数：新規開発 
ここでは、新規開発での SLOC 規模あたりのテストケース数を示す。表 A1-4-2 に示すのは、テスト工程別の SLOC

規模あたりテストケース数である。この表は表 5-1-2 の一部である。 

 

 

 

 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

結合テスト(テストケース) 18 2.7 19.7 39.5 76.2 214.8 55.9 50.1 

総合テスト(テストケース) 17 0.5 6.6 8.8 20.6 70.2 17.2 21.3 
テストケース数は 2014 年度～2019 年度と比較して、あまり差はない。 

 

 上記に対応する箱ひげ図を図 A1-4-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

データ白書 2018 図表 7-5-25 対応 

図 A1-4-2 SLOC規模あたりのテストケース数(新規開発)の箱ひげ図 

表 A1-4-2 SLOC規模あたりのテストケース数(新規開発) 

データ白書 2018 図表 7-5-27 対応 

[件/KSLOC] 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

■対象データ 

・テストケース数(データ項番：5251、5252) 
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A1.4.3 SLOC 規模あたりのテストケース数：改良開発 
ここでは、改良開発での SLOC 規模あたりのテストケース数を示す。表 A1-4-3 に示すのは、テスト工程別の SLOC

規模あたりテストケース数である。この表は表 5-1-3 の一部である。 

 

 

 

 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

結合テスト(テストケース) 26 0.6 35.0 57.9 99.4 749.6 131.6 196.1 

総合テスト(テストケース) 25 1.9 15.2 25.9 49.2 749.6 83.3 170.6 
テストケース数は 2014 年度～2019 年度と比較して、総合テストの中央値が 18.1 件/KSLOC から 25.9 になり増加し

ているが、データ件数が少ないので参考程度にする。 

 

 上記に対応する箱ひげ図を図 A1-4-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

データ白書 2018 図表 7-5-31 対応 

図 A1-4-3 SLOC規模あたりのテストケース数(改良開発)の箱ひげ図 

表 A1-4-3 SLOC規模あたりのテストケース数(改良開発) 

データ白書 2018 図表 7-5-33 対応 

[件/KSLOC] 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・312_主開発言語_1 が明確なもの 

・実効 SLOC 実績値 ＞0 

■対象データ 

・テストケース数(データ項番：5251、5252) 
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A3. 工期と工数の分析結果 
 工期と工数の分析結果を紹介する。 

 

A3.3 工期と工数 
ここでは、工数と工期の関係を示す。 

 

A3.3.1 工数と工期：新規開発、プロジェクト全体 
 新規開発で開発 5 工程(基本設計～総合テスト(ベンダ確認))の作業が行われたプロジェクトを対象に、プロジェクト

全体(開発 5 工程を含む)での実績工数と工期(月数)の関係を図 A3-3-1 に示す。 

なおプロジェクト全体として対象にしているデータにおいて、工数や工期の実績は開発 5 工程のデータに加えて、シ

ステム化計画、総合テスト(ユーザ確認)の工程のデータも含む可能性がある。ここでは、開発プロジェクトの作業概要

のプロファイルを掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近似曲線の係数と指数、R2 は 2014 年度～2019 年度の 0.83 と 0.25、0.35 と比較して、あまり差はない。 

 

新規開発のプロジェクト全体(システム化計画～総合テスト(ユーザ確認))の工期は、工数の 4 乗根に比例する。 

10 万人時以上で工期が信頼区間 95%の下限値を下回ったプロジェクトがないことから、中規模以上では信頼区間 95%

の下限値が工期短縮限界の一つの目安となると考えられる。  

近似曲線 y = 0.75x
0.28

  R
2
 = 0.26 

データ白書 2018 図表 6-2-1 対応 

図 A3-3-1 プロジェクト全体の工数と工期(新規開発)(信頼区間 50%、95%付き) 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・実績工数(プロジェクト全体) ＞0 

・実績月数(プロジェクト全体) ＞0 

■対象データ 

・Ｘ軸：実績工数(プロジェクト全体)(導出指標) 

・Ｙ軸：実績月数(プロジェクト全体)(導出指標) 
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A3.3.2 工数と工期：新規開発、開発 5 工程 
ここでは、新規開発で開発 5 工程(基本設計～総合テスト(ベンダ確認))の作業が行われたプロジェクトを対象に、開

発 5 工程での実績工数とその工期(月数)の関係を図 A3-3-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近似曲線の係数と指数、R2 は 2014 年度～2019 年度の 0.45 と 0.31、0.44 と比較して、あまり差はない。 

プロジェクト特性によるバラツキはあるが、工期は工数の 3 乗根に比例する傾向が見られる。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

  

データ白書 2018 図表 6-2-2 対応 

図 A3-3-2 開発 5工程の工数と工期(新規開発)(信頼区間 50%、95%付き) 

近似曲線 y = 0.50x
0.30

  R
2
 = 0.38 

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・実績工数(開発 5 工程) ＞0 

・実績月数(開発 5 工程) ＞0 

■対象データ 

・Ｘ軸：実績工数(開発 5 工程)(導出指標) 

・Ｙ軸：実績月数(開発 5 工程)(導出指標) 
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A3.3.3 工数と工期：改良開発、プロジェクト全体 
 改良開発で開発 5 工程(基本設計～総合テスト(ベンダ確認))の作業が行われたプロジェクトを対象に、プロジェクト

全体(開発 5 工程を含む)での実績工数と工期(月数)の関係を図 A3-3-3 に示す。 

なおプロジェクト全体として対象にしているデータにおいて、工数や工期の実績は開発 5 工程のデータに加えて、シ

ステム化計画、総合テスト(ユーザ確認)の工程のデータも含む可能性がある。ここでは、開発プロジェクトの作業概要

のプロファイルを掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改良開発では工数と工期(月数)の相関係数 R が小さいので、信頼幅や近似曲線を示さない。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 6-2-5 対応 

図 A3-3-3 プロジェクト全体の工数と工期(改良開発) 

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・実績工数(プロジェクト全体) ＞0 

・実績月数(プロジェクト全体) ＞0 

■対象データ 

・Ｘ軸：実績工数(プロジェクト全体)(導出指標) 

・Ｙ軸：実績月数(プロジェクト全体)(導出指標) 
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A3.3.4 工数と工期：改良開発、開発 5 工程 
 ここでは、改良開発で開発 5 工程(基本設計～総合テスト(ベンダ確認))の作業が行われたプロジェクトを対象に、開

発 5 工程での実績工数とその工期(月数)の関係を図 A3-3-4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工数と工期(月数)の相関係数 R が小さいので、信頼幅や近似曲線を示さない。 

 

データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

データ白書 2018 図表 6-2-6 対応 

図 A3-3-4 開発 5工程の工数と工期(改良開発) 

■層別定義 

・開発 5 工程のそろっているもの 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・実績工数(開発 5 工程) ＞0 

・実績月数(開発 5 工程) ＞0 

■対象データ 

・Ｘ軸：実績工数(開発 5 工程)(導出指標) 

・Ｙ軸：実績月数(開発 5 工程)(導出指標) 
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A3.3.5 工程別工期：新規開発 
ここでは、開発 5 工程における新規開発の工程別の実績月数の比率を表 A3-3-5 に示す。対象プロジェクトは開発 5

工程(基本設計～総合テスト)のフェーズがすべてそろったプロジェクトとする。 

本節以降は、各プロジェクトにおいて、開発 5 工程の実績月数または工数の合計を分母として、各々の工程での比率

を算出する。よって開発 5 工程における比率となり、P25、中央値、P75 などをそれぞれ合計しても 1 とはならないこ

とに注意されたい。 

 

 

 

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

基本設計 22 0.103 0.169 0.203 0.268 0.421 0.222 0.082 

詳細設計 22 0.086 0.125 0.165 0.204 0.261 0.169 0.056 

製作 22 0.145 0.218 0.252 0.305 0.443 0.267 0.080 

結合テスト 22 0.038 0.121 0.168 0.231 0.313 0.178 0.077 

総合テスト 22 0.067 0.136 0.157 0.205 0.247 0.164 0.051 
新規開発では、他の工程に比べて基本設計工程、製作工程の月数の比率が高い。 

これは 2014 年度～2019 年度と同様である。 

 

 上記の表に対する箱ひげ図を図 A3-3-5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-1-1 対応 

図 A3-3-5 工程別の実績月数の比率(新規開発)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 7-1-3 対応 

表 A3-3-5 工程別の実績月数の比率(新規開発) [比率] 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・開発 5 工程について、各工程の実績月数にすべて

記入があり、各月数が 0 より大きい 

■対象データ 

・実績月数基本設計、実績月数詳細設計、実績月数製作、

実績月数結合テスト、実績月数総合テスト 
※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 5 つの値を

使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績データか
ら算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場合、月
数の実績データがあれば、それで補完する。 
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A3.3.6 工程別工期：改良開発 
ここでは、開発 5 工程における改良開発の工程別の実績月数の比率を表 A3-3-6 に示す。対象プロジェクトは開発 5

工程(基本設計～総合テスト)のフェーズがすべてそろったプロジェクトとする。 

 

 

 

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

基本設計 34 0.036 0.181 0.254 0.325 0.567 0.253 0.107 

詳細設計 34 0.045 0.133 0.179 0.221 0.325 0.172 0.074 

製作 34 0.084 0.186 0.224 0.291 0.709 0.254 0.125 

結合テスト 34 0.058 0.120 0.162 0.193 0.273 0.158 0.052 

総合テスト 34 0.036 0.091 0.114 0.208 0.759 0.163 0.133 
改良開発のプロジェクトも新規開発と同様の傾向を示している。 

これは 2014 年度～2019 年度と同様である。 

 

 上記の表に対する箱ひげ図を図 A3-3-6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-1-6 対応 

図 A3-3-6 工程別の実績月数の比率(改良開発)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 7-1-8 対応 

[比率] 表 A3-3-6 工程別の実績月数の比率(改良開発) 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・開発 5 工程について、各工程の実績月数にすべて

記入があり、各月数が 0 より大きい 

■対象データ 

・実績月数基本設計、実績月数詳細設計、実績月数製作、

実績月数結合テスト、実績月数総合テスト 
※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 5 つの値を

使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績データか
ら算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場合、月
数の実績データがあれば、それで補完する。 
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A3.3.8 工程別工数：新規開発 
ここでは、開発 5 工程における新規開発の工程別の工数の比率を表 A3-3-8 に示す。対象プロジェクトは開発 5 工程

(基本設計～総合テスト)のフェーズがすべてそろったプロジェクトとする。 

 

 

 

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

基本設計 26 0.048 0.129 0.185 0.229 0.433 0.188 0.087 

詳細設計 26 0.049 0.126 0.169 0.210 0.737 0.181 0.127 

製作 26 0.003 0.265 0.302 0.347 0.599 0.302 0.120 

結合テスト 26 0.010 0.147 0.206 0.225 0.302 0.183 0.074 

総合テスト 26 0.039 0.085 0.123 0.173 0.589 0.147 0.107 
開発工数で見ると、新規開発では他の工程と比べて製作工程の工数の比率が高く、30％を超えている。 

これは 2014 年度～2019 年度と同様である。 

 

 上記の表に対する箱ひげ図を図 A3-3-8 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-1-14 対応 

図 A3-3-8 工程別の実績工数の比率(新規開発)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 7-1-16 対応 

[比率] 表 A3-3-8 工程別の実績工数の比率(新規開発) 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

  

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_ 開発プロジェクトの種別が a:新規開発 

・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が 0

より大きい 

■対象データ 

・実績工数(総計人時)基本設計、実績工数(総計人時)詳細

設計、実績工数(総計人時)製作、実績工数(総計人時)結

合テスト、実績工数(総計人時)総合テスト 
※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 5 つの値を使

用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工数合計
の人時換算値。 



ソフトウェア開発分析データ集 2022 業種編（情報通信業） 

63 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

基本設計 詳細設計 製作 結合テスト 総合テスト

比
率

工程別の実績工数の比率（改良開発）箱ひげ図

A3.3.9 工程別工数：改良開発 
ここでは、開発 5 工程における改良開発の工程別の実績工数の比率を表 A3-3-9 に示す。 

 

 

 

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差 

基本設計 48 0.028 0.116 0.164 0.223 0.644 0.186 0.114 

詳細設計 48 0.020 0.099 0.131 0.178 0.275 0.135 0.060 

製作 48 0.085 0.186 0.291 0.392 0.783 0.315 0.151 

結合テスト 48 0.036 0.147 0.185 0.247 0.574 0.196 0.094 

総合テスト 48 0.001 0.092 0.129 0.215 0.710 0.168 0.130 
2014 年度～2019 年度と比較して総合テストの比率が低くなり、新規開発の比率とほぼ同じである。 

 

 上記の表に対する箱ひげ図を図 A3-3-9 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ白書 2018 図表 7-1-19 対応 

図 A3-3-9 工程別の実績工数の比率(改良開発)の箱ひげ図 

データ白書 2018 図表 7-1-21 対応 

表 A3-3-9 工程別の実績工数の比率(改良開発) [比率] 
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データの層別定義や対象データは以下の通りである。 

 

 

■層別定義 

・開発 5 工程のフェーズ有無がすべて○ 

・103_開発プロジェクトの種別が b:改修・保守、

d:拡張のいずれか 

・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が 0

より大きい 

■対象データ 

・実績工数(総計人時)基本設計、実績工数(総計人時)詳細

設計、実績工数(総計人時)製作、実績工数(総計人時)結

合テスト、実績工数(総計人時)総合テスト 
※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 5 つの値を使

用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工数合計
の人時換算値。 
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